
［ 留意点 ］
・スケジュールは 3 ヶ月毎にホームページにて公開しています。（https://www.komori.co.jp/hp/school/top.htm）
・申し込み人数が所定の人数に達しない場合、コースを中止させていただくことがあります。
・定員を大幅に上回る申し込みがあった場合は、次回以降の受講をお願いすることがあります。
・各コースの受講成果を高めるため、受講対象条件をよく理解していただいた上で最適なコースを選定してください。  
・事情によりコース内容やスケジュールを予告なく変更させていただく場合があります。あらかじめご了承ください。

印刷初心者コース 主な対象者 ： 新入社員 ・ 印刷部門へ移動された方

【 身につくスキル 】　５日間コース
・ 印刷資材についての基礎知識を得られます。
・ 実際に作業を体験する事で、 機械の基礎的な調整や作業手順を理解する事ができます。

カリキュラムとコース概要

印刷の基礎知識 印刷の歴史と価値 ・ 印刷 4 大版式 ・ 理想の工場環境や現場での安全作業について学びます。

安全作業の重要性
印刷資材の基礎知識

各印刷資材について講義中心にサンプル等を使いながら説明します。
１日目

＝講義 ＝実習

２日目
給紙部／見当部／排紙部 給紙部 ・ 見当部 ・ 排紙部の構造および基本調整方法を実機を使って学びます。

印刷部 印刷部の構造と印刷圧力について学びます。 （仕立て計算など）

印刷実習 前日までの復習を兼ねて印刷準備作業 ・ 色合わせ ・ 見当合わせを実習します。４日目

印刷実習 受講生だけで印刷準備から印刷までを行い、 印刷の流れを理解していただきます。５日目

給水部
湿し水について／インキ部

給水機構の特徴と構造および基本調整方法 ・ 湿し水の機能と役割と印刷品質に与え
る影響 ・ インキ部の名称と構造および調整方法について説明します。

３日目

主な対象者 ： 印刷機長になって間もない方 ・ すでに印刷機長をされている方

主な対象者 ： すでに機長をされている方 （印刷現場経験として５年以上）

印刷機長コース
【 身につくスキル 】　４日間コース
・ 印刷機各部のトラブルを理解する事で、 対処能力が身につき、
   未然に防ぐ正しいメンテナンスが行えるようになります。
・ 印刷機各部の調整方法、 メンテナンス、 印刷実作業を体験することで、
   後輩育成の為に必要な知識を身につける事ができます。

【 身につくスキル 】　２日間コース
・ 安定した印刷品質を保つ為にメンテナンスの重要性を認識して品質トラブルに　
　　　対して素早い解決に結びつける為の発生原因、 考え方を学びます。

カリキュラムとコース概要

１日目

印刷実習 インキ供給量の標準化作業、 KHS-AI 概要説明および調整方法について学びます。
４日目

＝講義 ＝実習

２日目 印刷部
構造 （爪清掃方法） と仕立て方法 （設計 ・ 施工 ・ 実測） について学びます。

印刷部のトラブルシューティングについて学びます。

工場環境の基礎知識 色の原理と印刷物を見る環境について説明します。

給紙部 / 見当部 / 排紙部 給紙部 ・ 見当部 ・ 排紙部の構造および基本調整方法を実機を使って学びます。
後輩育成の為の原点調整方法について説明します。

３日目
湿し水について 湿し水の機能と役割と印刷品質に与える影響について学びます。

給水部 給水機構の特徴と構造および基本調整方法について学びます。

インキ部 インキ部の名称と構造及び調整方法、 ツボゼロセット調整と効果を確認します。

印刷応用コース

カリキュラムとコース概要

１日目

トラブルシューティング②

まとめ

トラブルシューティング①

条目、 ゴーストの発生原理、 実機を使用して印刷しながら効果確認します。２日目

＝講義 ＝実習

基本メンテナンスの確認 メンテナンス実施の有無と方法について確認します。

品質トラブルが発生した際に素早く解決へ導く為の考え方について学びます。

現状分析、 改善案を立案して頂きます。

トラブル現象と名称の認識とダブリ、 天地濃淡を実機を使用して印刷しながら
効果確認します。

2023.8.24

… ハイレベル… エントリーレベル … ミドルレベル


